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飛散花粉の種類と量を化学的に検知することに成功 

 

（概要説明） 

スギ花粉の飛散シーズンです。花粉の飛散状況の把握するため、どうやっ

て花粉を特定するか、または数えるかをご存じでしょうか。 

現在用いられている花粉飛散量のモニタリングは、屋外に設置したプレパ

ラートに付着した花粉を顕微鏡で数えたり、花粉によるレーザー光の散乱を

計数したりするものです。前者では多大な労力が必要で、後者では花粉以外

の粒子もカウントしてしまったり花粉の種別がわからなかったりと、双方と

も課題があります。 

そこで熊本大学大学院先端科学研究部の戸田敬教授と佐伯健太郎大学院

生らの研究グループは、花粉固有の化学物質を特定することで化学的なモニ

タリングが可能になるのではないかと考え、スギ、ヒノキ、マツ、クリなど

の樹木ごとに特有な花粉の成分を特定しました。また、大気に浮遊する粒子

を捕集したフィルターからこの花粉成分を検出することに成功し、花粉の種

類の判別と花粉の飛散量の情報を得ることができるようになりました。 

今後さらなる検証を重ね、捕集と分析を自動化し、1 時間毎の花粉飛散に

ついて、正確に花粉の種類と飛散量の情報を同時提供することが可能になる

と期待されます。 

本研究の成果は、日本の科学誌『分析化学」の「大気環境と分析化学」特

集号（6 月号）に掲載されます。本研究の一部は、日本学術振興会科学研究

費補助金「基盤研究（B）」の支援を受けて実施しました。 

 

（説明） 

花粉症は多くの日本人を悩ます健康被害であり、花粉飛散の予測や計測は

社会的に重要な技術になっています。戦後、国の施策で山地にスギの植樹が

進み、1963 年に初めてスギ花粉患者が確認されました。その後、患者数は年々

増加し、スギ花粉患者は日本国民の 1/3 にのぼるとも言われています。また、

クリも西日本に多く生育し、春から夏に飛散するクリ花粉による花粉症の事

例が報告されています。 

このため、これまで花粉を計測する技術が開発されてきました。一般的に

はダーラム法（Durham 法）が有名で、ワセリンを塗ったプレパラートを 24
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時間屋外に設置し、付着した粒子について、花粉を染色して顕微鏡で計測し、

1cm2 あたりの個数を数えます。これは非常に労力を要する作業です。 

最近では、より簡便な自動分析装置も普及してきました。環境省の提供す

る花粉観測システムでは、花粉によるレーザー散乱のカウント数から、花粉

濃度（個／m3）が求められています。自動化されていて簡便ですが、目で確

認しているわけではないので、大きさの近い別の粒子も花粉として計測して

しまう、どの花粉かの識別もできない、という欠点がありました。 

そこで我々は、「花粉固有の化学物質を特定すれば、飛散花粉の同定と定

量について化学的にモニタリングが可能で、より確かな情報が得られるので

はないか」と考え、花粉に含まれる化学物質の調査に着手しました。化学成

分であれば、目視で判断する必要もなく、大きさの類似する物質との混同も

せずに特定することが出来るはずです。 

 

 ①2018 年 2 月 20 日（火） 

 ②2018 年 2 月 26 日（月） 

 ③2018 年 3 月 9 日（金） 

図１．スギの雄花の様子。熊本大学近くのスギ ①花粉の飛散前 ②雄花が開き，

飛散する花粉がぎっしり ③花粉が飛散してしまった後 



まず、「加熱脱着―ガスクロマトグラフィー/質量分析」という方法によっ

て、スギ・ヒノキ・アカマツ・クリの花粉に含まれる化学物質を分析して、

花粉の指標（マーカー）となりうる候補物質の探索を行いました。その結果、

すべての花粉に共通した化学物質があるのに加え、それぞれの花粉に固有の

物質がいくつかあることが判明しました（表参照）。これらの物質を「花粉

マーカー」としました。 

表．花粉に共通した化学物質と、それぞれの花粉に固有な化学物質。これらの固有な物質

を「花粉マーカー」とすることができる 

 

続いて、大気に浮遊する粒子状物質から、それらの花粉マーカー物質を見

つけることを試みました。大気に浮遊する粒子をフィルターで捕集しました

が、花粉が飛散していればこのフィルターにとらえられているはずです。こ

のフィルターを加熱して出てきた化学物質を調べると，花粉のシーズンに花

粉マーカー物質が現れました。さらに、その化学物質は、花粉の飛散状況に

応じて増減していることも観測できました（図２参照）。 

 

図２. 大気粒子を捕集したフィルターから検出されたスギ花粉マーカー物質量の推移。2018 年

2 月から 3 月上旬にかけてスギ花粉飛散に応じたデータを取得。（論文では 2017 年 4 月

から 6 月にかけて、クリの花粉を中心に調査） 

 

今後さらなる検証を重ねていけば、捕集と分析を自動化し、1 時間毎の花

粉飛散について花粉の種類と飛散量双方の、より正確な情報を提供すること

が可能になると期待されます。 
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（論文情報） 

タイトル：花粉飛散マーカーの探索を目的とした加熱脱着－ガスクロマトグ

ラフィー／質量分析による花粉由来揮発性有機化合物の同定 
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＊森林内での花粉サンプリングは森林総合研究所九州支所の環境計測室を借

用させていただきました。ここに感謝申し上げます。 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

熊本大学大学院先端科学研究部（理学系） 

担当： 戸田 敬 

電話： 096-342-3389 

e-mail：todakei@kumamoto-u.ac.jp 

 


